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到 達 目 標 臨床検査の実務に携わるにあたって、必要となる基本的な疾患概念や疾患名、疾患ごとの組
織形態学的変化や病理病態を系統的に理解し、自分自身の言葉で説明できるようになる。

授業方法 講義
■実務経験 病理医として、地域中核病院等で病理学分野の実

務に携わっている。

授 業 概 要
病理学総論では、疾患の成り立ちや成因に基づく分類を知り、基本的な疾患群についてその
病名および病態を把握することを目指す。スライドでは実際の症例の肉眼的・顕微鏡的な組
織形態学的な変化を供覧し理解を深めることを促す。

基 本 情 報

分野 専門科目 臨床検査の基礎とその疾患との関連 開講期 2年 前期
科目名 病理学

真菌・寄生虫感染症
腫瘍の定義と分類

全身の循環障害

単位数 単位 時間数 時間
担当教員 東保 太郎

染色体・遺伝子・発生の異常
組織細胞傷害・修復機構
物質代謝異常
局所の循環障害

細菌・ウイルス感染症

そ の 他

中間試験
炎症

成 績 評 価

・成績評価は単位認定試験（筆記試験100点）にて行う。
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下
とする。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。

参 考 図 書 わかりやすい病理学 南江堂

免疫異常
移植・感染症総論

腫瘍の生物学、疫学
期末試験

テ キ ス ト 最新臨床検査学講座 病理学／病理検査学 医⻭薬出版

授 業 計 画

病理学について 病理医の役割



2023 年度 大分臨床検査技師専門学校 臨床検査学科 
 

基本情報 
科目名 臨床栄養学 

分野 専門科目 

教育内容 臨床検査の基礎とその疾病と
の関連 

開講期 2 年後期 1 単位 15 時間 主たる授業方法 講義 
担当者 田崎 亮子 専任兼任の別 兼任 

実務教員 ■該当 
□非該当 

（実務経験の概略） 
中核病院で管理栄養士として勤務している。 

授業概要 栄養学とは何なのか。また疾患時における身体の変化と栄養学について基本的な事項
を解説する。 

到達目標 消化と栄養素の吸収・代謝について説明できる。 
それぞれの疾患と栄養について説明できる。 
 

授業計画 1. 食事と栄養 
2. 栄養素の働き 
3. 食物の消化 
4. 食品と栄養素 
5. 食事摂取基準 
6. ライフステージと栄養 
7. 疾患と栄養 
8. 定期試験  

成績評価の
方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100 点）にて行う。                  
・成績評価は 100 点を満点とし、60 点以上を合格とする。                
・成績の基準は秀：90 点以上、優：80 点以上、良：70 点以上、可：60 点以上、不可：

59 点以下とする。                   
・再試験は 60 点以上を合格とし、60 点以上であっても成績は 60 点と記録する。 

テキスト 最新 臨床検査学講座 チーム医療諭/多職種連携・栄養学・薬理学・認知症 
（医⻭薬出版株式会社） 

参考図書  

備考･特色  
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時間数 時間科目名 病態薬理学

到 達 目 標
疾病の治療における手段として薬物治療がある。疾病の成り立ちを学習した後、薬物の効く場
所（組織・器官・あるいは受容体）、主作用や副作用を知り、検査の分野からデータ管理など
に役立てることを目標とする。

単位数 単位

授業方法 講義

授 業 概 要 薬（くすり）とは何なのか、また疾患時における身体の変化と治療薬について基本的な事項を
解説する。

基 本 情 報

分野 専門基礎科目 臨床検査の基礎とその疾患との関連 開講期 2年  後期

各種検査に用いられる薬物、体外診断薬とその使用

定期試験

薬の作用機序と生体内動態

担当教員 森 一生
■実務経験 薬剤師として、基幹病院で実務経験を有する。

参 考 図 書

そ の 他

テ キ ス ト 最新 臨床検査学講座 チーム医療諭/多職種連携・栄養学・薬理学・認知症
（医⻭薬出版株式会社）

成 績 評 価

・成績評価は単位認定試験（筆記試験100点）にて行う。
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下と
する。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。

授 業 計 画

生理活性物質

生体内情報伝達機構とチャネル・トランスポーター

薬の動態と有効性・安全性

器官別薬理と作用機序

臨床検査の測定値に影響を与える薬物
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到 達 目 標 免疫学の基本的な仕組みを理解できる。 免疫システムについて基礎的な理論を説明できる。
講義の中の重要な部分を自ら判断し、キーワードとしてまとめることができる。

☐実務経験
授業方法 講義

授 業 概 要

私たちの身体は本来備わっている免疫のしくみにより、細菌やウイルスなどの外敵から身を守っ
ている。免疫学の進歩とともに、免疫システムは細胞間相互作用に基づくネットワークを形成
し、生体恒常性の維持に重要な役割を果たしていることが明らかになった。本講義では免疫学の
基礎知識を習得することを目的とする。

基 本 情 報

分野 専門基礎科目 臨床検査の基礎とその疾患との関連 開講期  2年  前期
科目名 臨床免疫学 単位数 単位 時間数 時間

担当教員 江崎 一子

アレルギー
定期試験

テ キ ス ト 「免疫検査学」折笠道昭 編集 医学書院 ２０１３ 東京

授 業 計 画

免疫の概念と歴史
抗原および抗原抗体反応
抗体−免疫グロブリン
補体
試験管内抗原抗体反応（凝集反応、沈降反応、溶解反応）

サイトカイン
免疫応答とその調節
免疫寛容

試験管内抗原抗体反応（中和反応、標識抗原抗体反応、物理的検出法）

そ の 他

T細胞の抗原認識と主要組織適合遺伝子複合体
定期試験

成 績 評 価

・成績評価は単位認定試験（筆記試験100点）にて行う。
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下
とする。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。

参 考 図 書 「新版 臨床免疫学 第２版」宮坂信之・烏⼭⼀・浅川英男・⼤⼾⻫・⼭⽥俊幸 編 講談社サ
イエンティフィク 2009 東京

免疫関与細胞ーT細胞、B細胞
免疫関与細胞ーNK細胞、マクロファージ、顆粒球



2023 年度 大分平松総合医療専門学校 臨床検査学科 

基本情報 
科目名 保健医療福祉学Ⅱ 分野 専門基礎 

教育内容 保健医療福祉と臨床検査 
開講期 2 年前期 1 単位 15 時間 主たる授業方法  演習 

担当者 安達佳輝 専任兼任の別 兼任 
実務教員 ■非該当  

授業概要 この授業は多職種連携最終段階です。2 年次は自らが志す専門職性とその他の
医療専門職性についてのグループワークと成果発表を行います。 

到達目標 医療専門職を志す学生がそれぞれの専門職性について相互に学ぶ体験を通じ
て、医療における自己の専門職性の役割を理解し、将来の医療連携の展望や連携
に必要な「力」を育むことを目標とします。 

授業計画 1．授業説明、導入 
2．（職業体験準備） 
3．（職業体験） 
4．ワーク（テーマは授業時に提示します） 
5．ワーク 
6．ワーク 
7．グループ発表 
8．グループ発表 

成 績 評 価
の方法・基
準 

・成績評価はグループでの成果発表を採点し成績とします。 
・成績は 90 点以上を S、80 点以上を A、70 点以上を B、60 点以上を C とし
て「合格」とします。60 点未満は D として「不合格」とします。 

テキスト なし 
 

参考図書 「リハベーシック コミュニケーション論・多職種連携論」（医⻭薬出版株式会社） 
 

備考・特色 この授業では、授業全体をグループワーク中心に進めます。 
皆さんの主体性を持った授業参加を期待します。 

 



2023 年度 大分平松総合医療専門学校 臨床検査科  

 
 
 

基本情報 
科目名 医用工学Ⅱ 分野 専門基礎分野 

教育内容 医療工学及び医療情報 
開講期 2 年前期 1 単位 30 時間 主たる授業方法  講義 

担当者 門田 啓子（臨床工学技士） 専任兼任の別 兼任 
実務教員 ■該当 

□非該当 
医療機関での臨床経験があり、救急医療や集中治療などに 
従事 

担当者 金丸綾子（臨床工学技士） 専任兼任の別 兼任 
実務教員 □該当 

■非該当 
 

授業概要 現代医療において、医療機器を用いた治療は多岐に渡る。臨床検査技師として、疾病の
診断のための各種生体情報の提供は必須業務であるが、その先の治療に対する各種医療
機器の適応や原理等を理解することで、高度医療を支える医用工学的知識を理解する。 

到達目標 1. 各種医療機器を用いた治療の原理や構造、対象疾患について理解する。 
2. 第 2 種 ME 実力検定試験に対応できる知識を養う。 

授業計画 1．安全管理とは 
2．人体の電気的特性 
3．医用電気機器の安全基準 
4．病院電気設備の安全基準 
5．医用ガス・設備について 
6．システム安全 
7．電磁環境 
8．中間試験 
9．人工心肺装置の構造 
10．人工心肺操作の実際（病態生理など） 
11．人工心肺装置の保守・点検 
12．血液浄化療法のあらまし、血液浄化装置の構造 
13．血液透析の原理、構造 
14．水処理装置、血液透析液の組成、血液透析療法の保守・点検 
15．期末試験 

成績評価 
の方法 

定期試験の成績で評価する。 
なお、定期試験は筆記試験を行い 100 点満点の 60 点以上を合格とし、90 点以上を「秀」、
80 点以上を「優」、70 点以上を「良」、60 点以上を「可」とする。 

テキスト  ME の基礎知識と安全管理（南江堂） 
 

参考図書  
 

備考・特色  
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参 考 図 書 標準臨床検査学 臨床医学総論 医学書院
標準臨床検査学 臨床検査医学総論 医学書院

そ の 他

免疫異常
定期試験

テ キ ス ト 最新 臨床検査学講座 臨床医学総論 医⻭薬出版

成 績 評 価

・成績評価は単位認定試験（筆記試験100点）にて行う。
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下と
する。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。

授 業 計 画

病気の原因、患者の症状､心理
心臓・循環器疾患
呼吸器疾患
消化器疾患
肝・胆・膵疾患

女性生殖器疾患
脳・神経疾患
運動器・感覚器疾患など

科目名 臨床医学総論 単位数 単位
担当教員 辻 浩一

感染症
血液疾患
定期試験
内分泌疾患
腎・尿路疾患

到 達 目 標 臨床検査技師の使命を認識するよう疾患の裏付けに必要な項目をおさえ理解する。

■実務経験 病理医として、基幹病院等で臨床医学分野の実務経験
を有する。授業方法 講義

授 業 概 要 疾患の診断に必要なデータを出す臨床検査技師が理解しておくべき各種疾患の成因と病態生理、
症状、身体所見、検査所見など最も基本的な特徴を教授する。

基 本 情 報

分野 専門科目 病態学 開講期 2年  前期
時間数 時間
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参 考 図 書 標準臨床検査学 臨床医学総論 医学書院
標準臨床検査学 臨床検査医学総論 医学書院

そ の 他

内分泌系の検査
定期試験

テ キ ス ト 最新 臨床検査学講座 臨床医学総論 医⻭薬出版

授 業 計 画

臨床検査の意義
感染症と検査
悪性腫瘍と検査
遺伝性疾患の検査
消化管系の検査

成 績 評 価
・成績評価は単位認定試験（筆記試験100点）にて行う。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下とする。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。

呼吸器系の検査
脳・神経・筋肉系の検査
血液・造血器系・出血性素因の検査

科目名 臨床病理学総論 単位数 単位
担当教員 辻 浩一

肝・胆・膵系の検査
循環器系の検査
定期試験
腎・尿路系の検査
体液・電解質・酸ー塩基平衡の検査

到 達 目 標 臨床検査技師の使命を認識するよう疾患の裏付けに必要な項目をおさえる。

■実務経験 病理医として、基幹病院等で臨床病理学分野の実務経験を有
する。授業方法 講義

授 業 概 要 病態を把握するための生理機能検査、検体検査からのデータより、疾患を診断したり、予後の断定や治
療法などを決める臨床検査の意義や応用を、各種疾患別に教授する。

基 本 情 報

分野 専門科目 病態学 開講期    2年  後期
時間数 時間
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神経系 筋・骨格・運動器系

参 考 図 書 わかりやすい病理学 南江堂
そ の 他

感覚器系・皮膚疾患・膠原病
後期試験

テ キ ス ト 最新臨床検査学講座 病理学／病理検査学 医⻭薬出版

単位

到 達 目 標 それぞれの疾患の概念、病理病態、疫学や転機について正しく理解し、必要に応じて説明することがで
きるようになること

授 業 計 画

循環器（解剖 炎症性疾患）
循環器（虚血性心疾患 血管炎症候群）
呼吸器（解剖 炎症性疾患）
呼吸器（腫瘍性疾患 胸膜疾患）
消化器（口腔 食道 胃） 
消化器（小腸・大腸 肝臓）
消化器（肝臓 胆道 膵蔵 腹膜)
中間試験
内分泌系
泌尿器・男性生殖器
乳腺・女性生殖器
造血器

東保 太郎
科目名 臨床病理学各論 単位数

■実務経験 病理医として、地域中核病院等で病理学分野の実務に携わっ
ている。授業方法 講義

成 績 評 価

・成績評価は単位認定試験（筆記試験100点）にて行う。
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下とする。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。

授 業 概 要 病理学総論の知識に基づき、主要な疾患について諸臓器ごとに系統的に説明し、成因や病態、形態学的
な変化などを臨床症例のスライドを供覧しつつ説明する

基 本 情 報

分野 専門科目 病態学 開講期     2年 後期
時間数 時間

担当教員



2023年度 大分臨床検査技師専門学校

1 45

1 16

2 17
3 18
4 19
5 20
6 21
7 22
8 23
9

10
11
12
13
14
15

成 績 評 価
・成績評価は単位認定試験（筆記試験100点）にて行う。
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下とする。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。

単位数 単位

授業方法 講義と実習

授 業 概 要 顆粒球系細胞の分化・成熟を学び、分化段階においての各血球の特徴を捉えスケッチする。また、血液疾患の臨床的特
徴について学び理解を深めその検査データの特徴を習得する。

基 本 情 報

分野 専門科目 血液学的検査 開講期 2年 前期
時間数 時間

担当教員 北永 裕一
科目名 血液検査学実習Ⅱ

到 達 目 標

1..白血球細胞の種類と機能を説明できる。
2.白血球系細胞の産生と崩壊
3.白血球の形態と形態変化の要因が理解できる。
4.白血病の分類とその疾患の特徴を理解し、説明できる。
5.末梢血に出現する白血球細胞をスケッチし、鑑別点が判断できる。

■実務経験 臨床検査技師として、地域中核病院等で血液検査学分野の実務
経験を有する。

授 業 計 画

白血球系細胞の分化・成熟 血液細胞の鑑別、顆粒球系細胞の形態的特徴

白血球系細胞の基準値及び量的・質的評価 血液細胞の鑑別、リンパ球系細胞の形態的特徴
白血球系細胞の増減と疾患 血液細胞の染色（種類、原理、普通染色、特殊染色）
白血球が減少する疾患とその特徴、疾患を特定するための検査方法 実習：塗抹標本作成、染色、観察
白血球が増加する疾患とその特徴、疾患を特定するための検査方法 実習：塗抹標本作成、染色、観察
白血病についてFAB分類 白血球系疾患と検査値の評価

MDSについてWHO分類とFAB分類の相違点 前期定期試験（期末試験）
リンパ球系の分化・成熟と腫瘍性疾患

白血病のWHO分類とFAB分類の相違点 白血球系疾患と検査値の評価

実習：形態観察とスケッチ
実習：形態観察とスケッチ
前期定期試験（中間試験）

そ の 他 教科書に関連した資料を配付する

テ キ ス ト 奈良信雄・⼩⼭ ⾼俊著 「最新臨床検査学講座 ⾎液検査学」（医⻭薬出版）

参 考 図 書 ＪＡＭＴ技術教本シリーズ「血液検査 技術教本」（丸善出版
矢富裕、増田亜希子、常名政弘 編「血液形態アトラス」（医学書院）

血液疾患鑑別のための遺伝子、染色体検査
実習：白血球う分画、網赤血球算定
実習：白血球う分画、網赤血球算定



2023年度 大分臨床検査技師専門学校

1 45

1 16

2 17
3 18
4 19
5 20
6 21
7 22
8 23
9

10
11
12
13
14
15

単位
担当教員 北永 裕一
科目名 血液検査学実習Ⅲ 単位数

到 達 目 標
1.血小板の機能と止血機構を理解し、血小板減少や血小板増多症など疾患について理解し、特徴を捉える。
2.血液凝固因子による止血機構と抗凝固因子による凝固抑制因子について理解し説明できる。
3.線維素溶解の機序と抑制機能について理解し説明できる。
4.出血性素因とその検査法、血栓症と抗血栓療法について理解し説明できる。

■実務経験 臨床検査技師として、地域中核病院等で血液検査学分野の実務
経験を有する。授業方法 講義と実習

授 業 概 要 出血性素因および血栓性素因を診断するための血小板、凝固因子、線維素溶解現象の一連の流れを理解し疾患の推定に
つなげる。また、試験管内でのカスケードの流れなどを実習を交え理解する。

基 本 情 報

分野 専門科目 血液学的検査 開講期 2年 後期
時間数 時間

二次止血について 出血性疾患
二次止血について 血栓性疾患

分子マーカーについて 前期定期試験（期末試験）

実習：（PT・APTT）
一次止血について 実習：（PT・APTT）
一次止血について 出血性疾患

線維素溶解現象について 紫斑病

一次止血の検査方法
定期試験

そ の 他 教科書に関連した資料を配付する

テ キ ス ト 奈良信雄・⼩⼭ ⾼俊著 「最新臨床検査学講座 ⾎液検査学」（医⻭薬出版）

参 考 図 書 ＪＡＭＴ技術教本シリーズ「血液検査 技術教本」（丸善出版
矢富裕、増田亜希子、常名政弘 編「血液形態アトラス」（医学書院）

成 績 評 価
・成績評価は単位認定試験（筆記試験100点）にて行う。
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下とする。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。

線維素溶解現象の検査方法と分子マーカー測定
実習：（血小板算定・出血時間）

授 業 計 画

血小板系細胞の分化・成熟、形態的特徴 実習：（血小板算定・出血時間）

血小板顆粒と働き

一次止血の検査方法
二次止血の検査方法
二次止血の検査方法



2023 年度 大分平松総合医療専門学校 臨床検査学科            

基本情報 科目名 病理検査学Ⅰ 分野 専門分野 
教育内容 病理学的検査 

開講期 ２年 前期 １単位 30 時間 主たる授業方法 講義と実習 
担当者 尾越 典子 （臨床検査技師） 専任兼任の別 専任 

実務教員 □該当 
■非該当 

 

授業概要 人体の正常な構造、系統別臓器の繋がり、構成に関わる組織の種類を機能と擦り合わせ、
病理学的変化を理解、専門用語を捉える           

到達目標 ・正常な人体の解剖学的構成と分布する具合的な組織を掴む   
・全身の栄養血管、機能血管を掴む   
・病因の分類と例を掴む   
・退行性病変と進行性病変の区別   
・局所、全身の循環障害の定義を捉える  "          

授業計画 １．人体の構成       
２．病因 （内因）      
３．病因 （外因）      
４．先天性疾患       
５．退行性病変 細胞質内の変性   
６．〃    間質の変性     
７． 〃    壊死の種類  萎縮  
８．中間試験        
９．循環障害   充血 虚血 うっ血  
１０．循環障害  血栓  塞栓  梗塞  
１１．循環障害  浮腫     
１２．循環障害  傍側循環  高血圧症  
１３．進行性病変 肥大 過形成 化生  
１４．進行性病変 再生 肉芽組織   
１５．期末試験      
         

 

成績評価 
の方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100 点）にて行う。 
・成績評価は 100 点を満点とし、60 点以上を合格とする。 
・成績の基準は秀：90 点以上、優：80 点以上、良：70 点以上、可：60 点以上、 

不可：59 点以下とする。                                                        
・再試験は 60 点以上を合格とし、60 点以上であっても成績は 60 点と記録する。 

テキスト 臨床検査学講座 臨床化学検査学 （医⻭薬出版株式会社） 
 

参考図書 臨床化学(医学書院） 臨床化学検査技術教本(JAMT)  
生化学（ 医⻭薬出版 医学書院 廣川書店 ） 

備考・特色  
 

 



2023 年度 大分臨床検査技師専門学校 臨床検査学科            

基本情報 
科目名 病理検査学実習Ⅰ 分野 専門分野 

教育内容 病理学的検査 
開講期 2 年 前期 1 単位 45 時間 主たる授業方法 演習 

担当者 三⼾ 志保（臨床検査技師） 専任兼任の別 専任 
実務教員 ■該当 

□非該当 
臨床検査技師として、国立病院機構等で病理検査学分野の
実務経験を有する。 

授業概要 生体の一部、または剖検後の臓器から切り出された組織片の顕微鏡標本を作製するにあ
たり、その肉眼的所見、診断の裏付けに必要な手段（固定、包埋、染色法等）を講義、
実習する。 

到達目標 人体内部を構成する臓器、組織の正常像、病変像を理解し、その形態的特徴および染色
の意義を習熟するとともに、疾病の成因と病態について理解する。 
実際の標本作製を体験する中で主旨、目的を再確認し、臨床への応用を思考する。 

授業計画 1. 主要臓器の正常像、形態的特徴と働き 
（食道、胃、小腸、大腸、肝、腎、脾、 
 甲状腺、膵、肺、心など） 
2.〃 
3.〃 
4.〃 
5.〃 
6. 解剖の種類 
7. バイオハザード 
8. 系統解剖の実施（人体模型） 
9. 標本作成の手順 
10.切り出し、固定 
11.固定各論 
12.中間試験 
 

13.脱灰法、各種脱灰法、脱水法、包埋法 
14. 薄切、クリオスタット 
15. 染色法総論、ﾍﾏﾄｷｼﾘﾝ･ｴｵｼﾞﾝ染色 
16. 切り出し、固定実習 
17. 包埋実習 
18. 包埋実習 
19. クロトームによる薄切実習 
20. クロトームによる薄切実習 
21. 実習（ヘマトキシリン・エオジン染色） 
22. 実習（ヘマトキシリン・エオジン染色） 
23.期末試験 

成績評価 
の方法 

・成績評価は授業ごとにレポートを提出し内容が理解できている事を確認して評価
（100点）する。 
・成績評価は 100点を満点とし、60点以上を合格とする。 
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、 
不可：59点以下とする。  

テキスト 最新 臨床検査学講座 病理学／病理検査学 医⻭薬出版 
最新染色法のすべて 医⻭薬出版 

参考図書 臨床検査学実習書シリーズ 病理検査学実習書 日本臨総検査学教育協議会監修 医
⻭薬出版 
基礎病理技術学 特定非営利活動法人 病理技術研究所 

備考・特色  
 

 



2023 年度 大分臨床検査技師専門学校 臨床検査学科            

基本情報 科目名 病理検査学実習Ⅱ 分野 専門分野 
教育内容 病理学的検査 

開講期 2 年 後期 1 単位 45 時間 主たる授業方法 演習 
担当者 三⼾ 志保（臨床検査技師） 専任兼任の別 専任 

実務教員 ■該当 
□非該当 

臨床検査技師として、国立病院機構等で病理検査学分野の
実務経験を有する。 

授業概要 生体の一部、または剖検後の臓器から切り出された組織片の顕微鏡標本を作製するにあ
たり、その肉眼的所見、診断の裏付けに必要な手段（固定、包埋、染色法等）を講義、
実習する 

到達目標 実際の標本作製を体験する中で主旨、目的を再確認し、臨床への応用を思考する 

授業計画 1. 結合組織（膠原、弾性線維）の染色法 
2. 結合組織（細網線維）、脂肪染色  
3. 多糖類の染色法   
4. アミロイド、核酸の染色法  
5. 無機質の染色法     
6. 病原体の染色法     
7. 生体内色素の染色法   
8. 内分泌組織の染色法  
9. 神経組織の染色法   
10. 免疫染色     
11. 電子顕微鏡標本作製法    
12. 後期中間試験     

13. 実習（ｱﾙｼｱﾝ⻘染⾊、ｺﾝｺﾞ赤染色） 
14. 〃       
15. 実習（ﾏｯｿﾝ･ﾄﾘｸﾛﾑ染⾊、ﾍﾞﾙﾘﾝ⻘染⾊） 
16. 〃 
17. 実習（ｵﾙｾｲﾝ染色、ＥＶＧ染色） 
18. 〃       
19. 実習（ＰＡＳ染色、ＰＡＭ染色） 
20. 〃       
21. 実習（渡邊鍍銀法、ＰＴＡＨ染色） 
22. 〃       
23. 後期期末試験    

成績評価 
の方法 

・成績評価は授業ごとにレポートを提出し内容が理解できている事を確認して評価
（100 点）する。 
・成績評価は 100 点を満点とし、60 点以上を合格とする。 
・成績の基準は秀：90 点以上、優：80 点以上、良：70 点以上、可：60 点以上、 
不可：59 点以下とする。  

テキスト 最新 臨床検査学講座 病理学／病理検査学 医⻭薬出版 
JAMT 技術教本シリーズ 病理検査技術教本 

参考図書 臨床検査学実習書シリーズ 病理検査学実習書 日本臨総検査学教育協議会監修 医
⻭薬出版 
基礎病理技術学 特定非営利活動法人 病理技術研究所 
最新染色法のすべて 医⻭薬出版 

備考・特色  
 

 



2023 年度 大分平松総合医療専門学校 臨床検査学科            

基本情報 科目名 病理検査学実習Ⅲ 分野 専門分野 
教育内容 病理学的検査 

開講期 ２年 後期 １単位 45 時間 主たる授業方法 講義と実習 
担当者 尾越 典子 （臨床検査技師） 専任兼任の別 専任 

実務教員 □該当 
■非該当 

 

授業概要 正常な人体構成組織と細胞の分布を捉え、炎症、腫瘍時にどのような変化を形態的に示す
かを学習する                

到達目標 ・細胞学的診断を行う上で、細胞組織に変化をもたらす炎症、腫瘍の原因や種類を捉える 
・細胞学的検査の目的、方法を習得する   
・標本作製とスクリーニングの実際            

授業計画 １．炎症とは       
２．炎症の形態的変化      
３．炎症の種類       
４．滲出性炎       
５．増殖性炎 特異性炎     
６．腫瘍とは       
７．腫瘍の種類       
８． 〃       
９．腫瘍の転移       
１０．腫瘍の遺伝子      
１１．腫瘍マーカー     
１２．中間試験       
１３．細胞診とは       
１４細胞診集細胞から固定    
１５．Papanicolaou 染色    
 
                                         

１６．婦人科の解剖 細胞診    
１７．〃       
１８．呼吸器・甲状腺・リンパ節など 
１９．消化管・泌尿器の細胞診  
２０．Papanicolaou 染色実習（喀痰・尿）
２１．Papanicolaou 染色実習（喀痰・尿）
２２．Papanicolaou 染色標本 鏡検実習  
２３．期末試験       

成績評価 
の方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100 点）にて行う。 
・成績評価は 100 点を満点とし、60 点以上を合格とする。 
・成績の基準は秀：90 点以上、優：80 点以上、良：70 点以上、可：60 点以上、 

不可：59 点以下とする。                                                        
・再試験は 60 点以上を合格とし、60 点以上であっても成績は 60 点と記録する。 

テキスト 臨床検査学講座 臨床化学検査学 （医⻭薬出版株式会社） 
 

参考図書 臨床化学(医学書院） 臨床化学検査技術教本(JAMT)  
生化学（ 医⻭薬出版 医学書院 廣川書店 ） 

備考・特色  
 

 



2023年度 大分平松総合医療専門学校 臨床検査学科

分野
教育内容

開講期 2年前期 主たる授業方法 講義・実習
専任兼任の別 専任

■該当
□非該当

基本情報 科目名 一般検査学Ⅱ 専門
尿・糞便等一般検査

1単位 30時間

13.喀痰・胃液

15.定期試験

担当者
安部 翔音

実務教員 （実務経験の概略）臨床検査技師として、地域中核病院等で一般検査学
分野の実務経験を有する。

授業概要 検査対象となる検体（尿や便、喀痰等）の各測定法、測定原理、臨床的意義と評価等についての習得を行う。

8.定期試験

5.尿潜血反応

11.糞便2

14.十二指腸液・胆汁・膵液

備考･特色

到達目標 各種検査の臨床的意義と評価を正確に説明ができる。また講義で学んだ各種検査について十分な理解をしたう
えで実習を行い、正しい操作と判定ができる。

授業計画

2.ポルフィリン体・フェニルケトン体・アルカプトン
3.2.5-HIAA・VMA・メラノゲン
4.脂肪・インジカン

6.亜硝酸塩・白血球反応・アスコルビン酸
7.薬物乱用スクリーニング・妊娠反応

10.糞便1

12.実習（便潜血反応）

9.腎機能検査

1.ケトン体・ウロビリン体

テキスト 最新 臨床検査学講座 ⼀般検査学（医⻭薬出版）
臨床検査技師国家試験問題集（医⻭薬出版）

参考図書

成績評価の方法

・成績評価は筆記試験と実技試験を行い、総合的（100点）に評価する。
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下とする。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。





2023年度 大分平松総合医療専門学校 臨床検査学科

分野
教育内容

開講期 2年後期 主たる授業方法 講義・実習
専任兼任の別 専任

■該当
□非該当

基本情報 科目名 一般検査学実習 専門
尿・糞便等一般検査

1単位 45時間

担当者
安部 翔音

実務教員 （実務経験の概略）臨床検査技師として、地域中核病院等で一般検査
学分野の実務経験を有する。

授業概要
検査対象となる検体（穿刺液、精液、脳脊髄液等）の各測定法、測定原理、臨床的意義と評価等について
の習得を行う。尿沈渣の作製手順と各種染色の意義を理解し、尿沈渣成分の形態学的特徴、また疾患との
結びつきの習得を行う。

到達目標
各種検査の臨床的意義と評価を正確に説明ができる。また講義で学んだ各種検査について十分な理解をし
たうえで実習を行い、正しい操作と判定ができる。
尿沈渣の正しい作製手順と鏡検方法、また沈渣成分の鑑別同定、疾患の推測ができる。

授業計画
11.尿沈渣1
12.尿沈渣2

1.穿刺液
2.精液
3.気管支洗浄液・腹膜透析液・羊水・鼻汁
4関節液・膣分泌液・結石
5.脳脊髄液1
6.脳脊髄液2
7.脳脊髄液3
8.定期試験
9.実習（脳脊髄液細胞数算定）
10.実習（脳脊髄液細胞数算定）

22.習熟度確認試験2

テキスト
最新 臨床検査学講座 ⼀般検査学（医⻭薬出版）

臨床検査技師国家試験問題集（医⻭薬出版）

13.尿沈渣3
14.尿沈渣4

16.実習(尿沈渣)
17.実習(尿沈渣)
18.定期試験
19.実習（その他）
20.実習（その他）

23.習熟度確認試験3

成績評価の方法
・成績評価は筆記試験と実技試験を行い、総合的（100点）に評価する。
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下とする。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。

医学検査 尿沈渣特集（JAMT）

15.実習(尿沈渣)

21.習熟度確認試験1

参考図書

備考･特色



2023 年度 大分平松総合医療専門学校 臨床検査学科            

基本情報 
科目名 化学検査学実習Ⅰ 分野 専門分野 

教育内容 生化学的検査・免疫学的検査 
開講期 ２年 前期 １単位 45 時間 主たる授業方法 講義と実習 

担当者 尾越 典子 （臨床検査技師） 専任兼任の別 専任 
実務教員 □該当 

■非該当 
 

授業概要 人間の生命活動を分子レベルで理解することを基本に、人体の正常代謝の恒常性が崩れ、
円滑な内部環境が保つことができなくなった際の身体変化を捉え病態度の判定を数量化
する臨床化学検査についてその意義、物理化学的手法、反応原理、検体の取り扱いを学ぶ 

到達目標 ・化学的分析法の種類（キレート法、酵素的分析法）   
・定量分析法（終点分析 初速度分析 2 波⻑法、可視部、紫外部吸収法 ）   
・酵素反応 ・蛋白質の生化学と定量法と意義 ・非蛋白性窒素の生化学と定量法と意義   

授業計画 １．定量分析法（終点・初速度分析など）  
２．三大栄養素の消化吸収と代謝    
３．蛋白質の生化学（アミノ酸の種類、代謝） 
４．蛋白質の種類、定量法、意義   
５．アルブミンの定量法、意義 膠質反応  
６．その他蛋白質 蛋 
7．蛋白分画    
8．非蛋白性窒素の構成と代謝    
9．蛋白質・アミノ酸の代謝    
10．ビュレット法 BCG 法     
11.  〃       
12. 中間試験       

13．アンモニア、尿素窒素代謝  
定量法と意義       

14．クレアチン・クレアチニンの代謝  
定量法と意義       

15．尿酸の代謝 定量法と意義 
16．ビリルビンの代謝 定量法と意義  
17．酵素的分析法 酵素とは    
18．ミカエリス・メンテンの式  
19．酵素法による初速度・終点分析法  
20．酵素法における共通検出反応   
21．HK・G6PD 法      
22． 〃 
23．期末試験        

成績評価 
の方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100 点）にて行う。 
・成績評価は 100 点を満点とし、60 点以上を合格とする。 
・成績の基準は秀：90 点以上、優：80 点以上、良：70 点以上、可：60 点以上、 

不可：59 点以下とする。                                                        
・再試験は 60 点以上を合格とし、60 点以上であっても成績は 60 点と記録する。 

テキスト 臨床検査学講座 臨床化学検査学 （医⻭薬出版株式会社） 
 

参考図書 臨床化学(医学書院） 臨床化学検査技術教本(JAMT)  
生化学（ 医⻭薬出版 医学書院 廣川書店 ） 

備考・特色  
 

 



2023 年度 大分平松総合医療専門学校 臨床検査学科            

基本情報 科目名 化学検査学実習Ⅱ 分野 専門分野 
教育内容 生化学的検査・免疫学的検査 

開講期 ２年 後期 １単位 30 時間 主たる授業方法 講義と実習 
担当者 尾越 典子 （臨床検査技師） 専任兼任の別 専任 

実務教員 □該当 
■非該当 

 

授業概要 循環器・消化器・泌尿器・呼吸器・内分泌器系の機能検査、メタボリックシンドローム、
糖尿病、脂質異常症などの診断基準など有用な検査項目などについて学習する  

到達目標 各臓器の健常な働き理解し健常値を身に付け、障害が生じた際の影響、その数値的変化、
境界値、異常値の判断と具体的疾患への結び付けをしてゆく       

授業計画 １．脂質の生化学 構成と血中の分布の仕方           
２．リポ蛋白質について               
３．脂肪酸の種類と代謝               
４．中性脂肪の生化学と定量法 意義            
５．リン脂質の生化学と定量法 意義            
６．コレステロールの生化学と定量法 意義           
７．酵素活性測定法 酵素の種類 アイソザイム          
８．中間試験               
９．酵素（肝機能検査） AST ALT  CｈE          
１０．酵素（虚血性心疾患）CK LD            
１１．酵素 ALP AMY 疾患マーカー            
１２．腎機能検査               
１３．腫瘍ﾏｰｶｰ 炎症マーカー              
１４．骨代謝 栄養指標 TDM             
１５．期末試験               

成績評価 
の方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100 点）にて行う。 
・成績評価は 100 点を満点とし、60 点以上を合格とする。 
・成績の基準は秀：90 点以上、優：80 点以上、良：70 点以上、可：60 点以上、 

不可：59 点以下とする。                                                        
・再試験は 60 点以上を合格とし、60 点以上であっても成績は 60 点と記録する。 

テキスト 臨床検査学講座 臨床化学検査学 （医⻭薬出版株式会社） 
 

参考図書 臨床化学(医学書院） 臨床化学検査技術教本(JAMT)  
生化学（ 医⻭薬出版 医学書院 廣川書店 ） 

備考・特色  
 

 



2023年度 大分臨床検査技師専門学校
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成 績 評 価
・成績評価は単位認定試験（筆記試験100点）にて行う。
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下とする。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。

開講期 2年 前期

■実務経験

時間数 時間
臨床検査技師として、基幹病院等で免疫検査学分野の実務経験
を有する。

担当教員 加口 克史
科目名 免疫検査学

到 達 目 標
・抗原および抗体、補体の働きの理解
・各免疫担当細胞の生体防御機構の流れの理解
・各免疫学的検査法の原理、評価の理解

単位数 単位

授業方法 講義（板書、PC）

授 業 概 要 基礎的生体防御の仕組み、抗原・抗体の特徴、免疫学的検査法の理解

基 本 情 報

分野 専門科目 生化学的検査・免疫学的検査

免疫担当細胞について 標識抗原抗体反応（発光免疫測定法）

異常蛋白について（M蛋白）

凝集反応
抗体について（総論） 溶解反応、中和反応
抗体について（各論） 非標識抗原抗体反応
抗体について（各論） 標識抗原抗体反応（酵素法、蛍光抗体法）

免疫担当細胞の機能検査法 定期試験
補体について（総論）

異常免疫グロブリン症
定期試験

補体ついて（関連の検査法、疾患）

参 考 図 書
臨床検査学実習書シリーズ 免疫検査学 実習書
病気が見える⑥ 免疫・膠原病・感染症
JAMT技術教本シリーズ 臨床免疫検査 技術教本

そ の 他 臨床検査技師国家試験問題集

免疫学的検査法関連の検体保存方法

テ キ ス ト 臨床検査学講座 免疫検査学
標準臨床検査学 免疫検査学

授 業 計 画

免疫学の総論 抗原抗体反応について
生体防御の基礎的仕組み 沈降反応
抗原について

異常蛋白について（急性相反応性蛋白）



2023年度 大分臨床検査技師専門学校
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到 達 目 標
・移植における基礎知識の理解
・感染免疫における基礎知識の理解
・輸血における総論と検査法の理解

単位数 単位 時間数 時間

授 業 概 要 輸血、移植および感染免疫の概要ならびに検査法

基 本 情 報

分野 専門科目 輸血・移植検査

■実務経験 臨床検査技師として、基幹病院等で輸血・移植検査学分野の実
務経験を有する。

担当教員 加口 克史

ABO式血液型・Rh式血液型

その他血液型

定期試験

開講期 2年 後期
科目名 輸血・移植検査学Ⅰ

授業方法 講義および実技

移植総論

移植検査と副作用

造血幹細胞移植の概要

アレルギー（Ⅰ型〜Ⅴ型）

輸血総論：輸血検査の概要

定期試験

そ の 他 臨床検査技師国家試験問題集

テ キ ス ト

成 績 評 価
・成績評価は単位認定試験（筆記試験100点）にて行う。
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下とする。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。

参 考 図 書
臨床検査学実習書シリーズ 輸血検・移植検査学 実習書
JAMT技術教本シリーズ 輸血・移植検査学 技術教本
輸血検査の実際 改訂3版

臨床検査学講座 免疫検査学
標準臨床検査学 免疫検査学

授 業 計 画

輸血検査法（抗グロブリン試験、不規則抗体、交差適合試験）

その他輸血検査法（カラム凝集、抗体吸着解離試験）

輸血製剤（献血、作製、種類、管理方法）

感染免疫（総論）

感染免疫（梅毒）

感染免疫（レトロウイルス、肝炎ウイルス、その他）



2023年度 大分臨床検査技師専門学校
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自己免疫疾患の基礎知識

寒冷凝集反応

抗核抗体検査

分部凝集判定およびD陰性確認試験

直接抗グロブリン試験および間接抗グロブリン試験

吸着解離試験

不規則抗体検査 スクリーニングおよび同定試験

交差適合試験および血液製剤

到 達 目 標
・輸血における検査法と技術習得
・輸血検査から製剤発注、輸血後副作用の理解
・自己免疫疾患における検査法と技術習得

単位数 単位 時間数 時間

授 業 概 要 輸血および自己免疫疾患の概要ならびに検査法、実技演習の評価、対応の理解

基 本 情 報

分野 専門科目 輸血・移植検査

■実務経験 臨床検査技師として、基幹病院等で輸血・移植検査学分野の実
務経験を有する。

担当教員 加口 克史

開講期 2年 後期
科目名 輸血・移植検査学実習

授業方法 講義および実技

参 考 図 書
臨床検査学実習書シリーズ 輸血検・移植検査学 実習書
JAMT技術教本シリーズ 輸血・移植検査学 技術教本
輸血検査の実際 改訂3版

臨床検査学講座 免疫検査学
標準臨床検査学 免疫検査学

授 業 計 画

そ の 他

テ キ ス ト

成 績 評 価
・成績評価は単位認定試験（筆記試験100点）にて行う。
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下とする。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。

ABO・Rh式血液型 予備実習

ABO・Rh式血液型 基礎実習

ABO・Rh式血液型 基礎実習

不規則抗体検査 スクリーニングおよび同定試験

交差適合試験および血液製剤

定期試験

分部凝集判定およびD陰性確認試験



2023 年度 大分臨床検査技師専門学校 臨床検査学科 
 

基本情報 
科目名 微生物学検査学Ⅱ 

分野 専門科目 
教育内容 微生物学的検査 

開講期 2 年前期 1 単位 30 時間 主たる授業方法 講義 
担当者 八尋 隆明 専任兼任の別 兼任 

実務教員 ■該当 
□非該当 

（実務経験の概略） 
臨床検査技師、細胞検査士、遺伝子検査ラボ技術管理者 

授業概要 病原微生物のうち細菌、真菌、ウイルスの遺伝子構造と増殖機構について学ぶ 
 

到達目標 細菌、真菌およびウイルスの違いについて説明できる。 
それぞれの病原体の遺伝子検査法の原理と応用例について説明できる。 
 

授業計画 1． 細菌学各論（１）抗酸性菌（１）結核菌          
2． 細菌学各論（２）抗酸性菌（２）結核類縁菌、らい菌       
3． 細菌学各論（３）嫌気性菌（１）一般性状と培養・検査法      
4． 細菌学各論（４）嫌気性菌（２）クロストリジウム属       
5． 細菌学各論（５）嫌気性菌（３）バクテロイデス属        
6． 細菌学各論（６）スピロヘータ         
7． 細菌学各論（７）マイコプラズマ、リケッチア、クラミジア      
8． 定期試験               
9． 真菌学総論：遺伝子構造と増殖機構           
10．真菌学各論（１）深在性真菌症            
11．真菌学各論（２）表在性真菌症と皮下真菌症         
12．ウイルス学総論（１）ウイルスの形態と培養         
13．ウイルス学総論（２）ウイルス感染と予防          
14．ウイルス学総論（３）ウイルス感染症の診断と遺伝子検査      
15．単位認定試験  

成績評価の
方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100 点）にて行う。                  
・成績評価は 100 点を満点とし、60 点以上を合格とする。                
・成績の基準は秀：90 点以上、優：80 点以上、良：70 点以上、可：60 点以上、不可：

59 点以下とする。                   
・再試験は 60 点以上を合格とし、60 点以上であっても成績は 60 点と記録する。 

テキスト 『最新臨床検査学講座 臨床微⽣物学』医⻭薬出版、2017 年 
『最新 臨床検査学講座 遺伝子・染色体検査学 第 2 版』医歯薬出版、2021 年 

参考図書 シンプル微生物学 改訂第 6 版 南江堂 
『遺伝子・染色体検査技術教本』丸善出版、2019 年 

備考･特色  
 

 



2023 年度 大分臨床検査技師専門学校 臨床検査学科            

基本情報 
科目名 微生物検査学Ⅲ 分野 専門分野 

教育内容 微生物学的検査 
開講期 2 年 後期 1 単位 30 時間 主たる授業方法 講義 

担当者 八尋 隆明 専任兼任の別 兼任 
実務教員 ■該当 

□非該当 
大学の医学部微生物学講座にて実務に携わっている。  

授業概要 病原微生物のうち細菌、真菌、ウイルスの遺伝子構造と増殖機構について学ぶ 

到達目標 細菌、真菌およびウイルスの違いについて説明できる。 
それぞれの病原体の遺伝子検査法の原理と応用例について説明できる。   

授業計画 1． ウイルス学総論：ウイルスの形態 
2． ウイルス学総論：ウイルスの培養 
3． ウイルス学総論：感染・予防 
4． ウイルス学総論：検査と診断 
5． ＤＮＡウイルス：ヘルペスウイルス 
6． ＤＮＡウイルス：アデノウイルスほか
  
7． ＤＮＡウイルス：ヘパドナウイルス科
  
8． 定期試験  
9． ＲＮＡウイルス：ミクソウイルス 
10．ＲＮＡウイルス：フラビウイルス 
11．ＲＮＡウイルス：ピコルナウイルス 
12．ＲＮＡウイルス：ラブドウイルス 

13．RNA ウイルス：レトロウイルス 
14．RNA ウイルス：遅延性ウイルス感染
症 
15．単位認定試験  
 

成績評価 
の方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100 点）にて行う。                  
・成績評価は 100 点を満点とし、60 点以上を合格とする。                
・成績の基準は秀：90 点以上、優：80 点以上、良：70 点以上、可：60 点以上、 

不可：59 点以下とする。 
・再試験は 60 点以上を合格とし、60 点以上であっても成績は 60 点と記録する。 

テキスト 最新臨床検査学講座 臨床微生物学 医⻭薬出版 
最新臨床検査学講座 遺伝子・染色体検査学 第 2 版 医⻭薬出版 

参考図書 系統看護学講座 微生物学 医学書院 

備考・特色  
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実習 標本作成・Gram染色・観察法

バイオセーフティ

医療関連感染

定期試験

実習 グラム陽性球菌の培養・同定

腸内細菌科細菌②

実習 腸内細菌科細菌の培養・同定

定期試験

腸内細菌科細菌①

グラム陰性球菌および短桿菌

遺伝・変異と遺伝子診断

滅菌および消毒法

化学療法とワクチン

正常細菌叢とその変動

病原性と抵抗力

授 業 計 画

好気性または通性嫌気性グラム陽性球菌②

基 本 情 報

分野
科目名 微生物学検査学実習Ⅰ 単位数

授業方法 講義・テスト・実習

微生物学の歴史基礎・分類

細菌の構造・代謝・発育

細菌の観察法と染色法

細菌の発育と培養

細菌の培養法と同定

感染症関連法規

好気性または通性嫌気性グラム陽性球菌①

専門科目 開講期 2年 前期微生物学的検査
時間単位 時間数

成 績 評 価

・成績評価は単位認定試験（筆記試験100点）にて行う。
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下とする。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。

■実務経験 臨床検査技師として、基幹病院・保健所で微生物学検査学分野の
実務経験を有する。

そ の 他

担当教員 加口 克史

テ キ ス ト

授 業 概 要 微生物の基礎知識を学ぶと共に臨床に役立つ実践的な知識と技能の習熟

到 達 目 標

臨床検査学講座  臨床微生物学  第1版
医⻭薬出版株式会社

参 考 図 書 臨床検査学実習書シリーズ 病理検査学実習書 日本臨総検査学教育協議会監修
医⻭薬出版株式会社

微生物学の基礎知識を学ぶ。微生物の種類やそれぞれ増殖の方法、培養条件も異なるため正しく理解する。また、実習で
無菌操作法や培地の作製・培養方法を習得する。



2023年度 大分臨床検査技師専門学校

2 60
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2 17
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7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 30定期試験 定期試験

嫌気性グラム陽性無芽胞桿菌

嫌気性グラム陰性桿菌

嫌気性グラム陽性有芽胞桿菌

検査に関与する機器

質量分析を用いた同定法・免疫学的検査法

グラム陽性、抗酸性の桿菌 RNAウイルス・ウイルス検査法

実習 緑膿菌培養・同定・薬剤感受性

偏性嫌気性菌総論

嫌気性グラム陽性球菌・陰性球菌

単位数 単位

■実務経験 臨床検査技師として、基幹病院・保健所で微生物学検査学分野の
実務経験を有する。

グラム陽性、好気性の桿菌（有芽胞菌） 実習 真菌培養・同定

授業方法 講義・テスト・実習

授 業 概 要 微生物の基礎知識を学ぶと共に臨床に役立つ実践的な知識と技能の習熟

基 本 情 報

分野 専門科目 微生物学的検査 開講期 2年 後期
時間数 時間

担当教員 加口 克史
科目名 微生物学検査学実習Ⅱ

到 達 目 標 微生物学の基礎知識を学ぶ。微生物の種類やそれぞれ増殖の方法、培養条件も異なるため正しく理解する。また、実習で無
菌操作法や培地の作製・培養方法を習得する。

授 業 計 画

参 考 図 書 臨床検査学実習書シリーズ 病理検査学実習書 日本臨総検査学教育協議会監修
医⻭薬出版株式会社

ビブリオ科・エロモナス属・パスツレラ科 スピロヘータ科・レプトスピラ科

バルトネラ科・シュードモナス科 マイコプラズマ科

ブルセラ科・フランシセラ科 リケッチア科・クラミジア科

レジオネラ科・コクシエラ科 真菌学総論・真菌学各論

グラム陰性、微好気性のらせん菌

グラム陽性、好気性の桿菌（無芽胞菌） ウイルス学総論・DNAウイルス

そ の 他

テ キ ス ト 臨床検査学講座  臨床微生物学  第1版
医⻭薬出版株式会社

成 績 評 価

・成績評価は単位認定試験（筆記試験100点）にて行う。
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下とする。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。

簡易同定キットによる生化学的性状・同定法

化学療法薬剤感受性検査法

検査材料別検査法・細菌の鑑別と同定に日常用いられる検査法

微生物検査法・顕微鏡による観察・培養と培地

真菌学治療・検査法



2023 年度 大分臨床検査技師専門学校 臨床検査学科            

基本情報 
科目名 生理機能検査学Ⅰ 分野 専門分野 

教育内容 生理機能検査学 
開講期 2 年 前期 1 単位 30 時間 主たる授業方法 演習 

担当者 三⼾ 志保（臨床検査技師） 専任兼任の別 専任 
実務教員 ■該当 

□非該当 
臨床検査技師として、国立病院機構等で生理機能検査学分
野の実務経験を有する。 

担当者 佐野 成雄（臨床検査技師） 専任兼任の別 兼任 
実務教員 ■該当 

□非該当 
臨床検査技師として、大学病院で生理機能検査学分野の 
実務に携わっている。 

授業概要 臨床検査は診療にあたり診断治療、予後判定に不可欠である。授業で学ぶ知識は、医療
現場での業務の極一部にしかすぎない。医療現場での経験を交えて検査の意義、方法、
手段、限界、将来展望等について理解してもらう。 

到達目標 心電図異常波形を理解できる 
超音波機器を扱い、画像描出ができる 
疾患の特徴を理解できる 

授業計画 1．心電図波形の基礎 
2．心電図波形と疾患 
3．心電図波形と疾患 
4．心電図波形と疾患 
5．心電図波形と疾患 
6．心電図波形と疾患 
7．超音波検査基礎 
8．超音波検査基礎 

9． 超音波検査（心臓） 
10．超音波検査（心臓） 
11．超音波検査（心臓） 
12．超音波検査（腹部） 
13．超音波検査（腹部） 
14．超音波検査（頸部） 
15．超音波検査（頸部） 

成績評価 
の方法 

・成績評価は授業ごとにレポートを提出し内容が理解できている事を確認して評価
（100 点）する。 
・成績評価は 100 点を満点とし、60 点以上を合格とする。 
・成績の基準は秀：90 点以上、優：80 点以上、良：70 点以上、可：60 点以上、 
不可：59 点以下とする。  

テキスト ・最新臨床検査学講座 生理機能検査学 （医⻭薬出版） 
・病気がみえる 循環器 

参考図書 ・生理検査学 画像検査学 医学書院 
・心電図を読む 南江堂 
・認定心電技師のための心電図の読み方 日本臨床検査技師会 
・⼼臓超⾳波テキスト（第２版）医⻭薬出版 
・血管超音波テキスト 医⻭薬出版 
・腹部超音波テキスト 医⻭薬出版 

備考・特色  
 

 



2022 年度 大分臨床検査技師専門学校 臨床検査学科            

基本情報 
科目名 生理機能検査学Ⅰ 分野 専門分野 

教育内容 生理機能検査学 
開講期 2 年 後期 1 単位 30 時間 主たる授業方法 演習 

担当者 三⼾ 志保（臨床検査技師） 専任兼任の別 専任 
実務教員 ■該当 

□非該当 
臨床検査技師として、国立病院機構等で生理機能検査学 
分野の実務経験を有する。 

担当者 佐野 成雄（臨床検査技師） 専任兼任の別 兼任 
実務教員 ■該当 

□非該当 
臨床検査技師として、大学病院で生理機能検査学分野の 
実務に携わっている。 

授業概要 臨床検査は診療にあたり診断治療、予後判定に不可欠である。授業で学ぶ知識は、医療
現場での業務の極一部にしかすぎない。医療現場での経験を交えて検査の意義、方法、
手段、限界、将来展望等について理解してもらう。 

到達目標 呼吸器機能検査を理解し、波形を引き出せるようになる 
脳波検査を理解し、画像を読めるようになる 
疾患の特徴を理解できる 

授業計画 1．呼吸機能検査の基礎 
2．呼吸機能検査の基礎 
3．呼吸機能検査 
4．呼吸機能検査 
5．呼吸機能検査 
6．呼吸機能検査 
7．呼吸機能検査（ガス利用） 
8．呼吸機能検査（ガス利用） 

9．脳波検査の基礎 
10．脳波検査の基礎 
11．脳波検査の基礎 
12．脳波検査 画像理解 
13．脳波検査 画像理解 
14．脳波検査 画像理解 
15．脳波検査 画像理解 

成績評価 
の方法 

・成績評価は授業ごとにレポートを提出し内容が理解できている事を確認して評価
（100 点）する。 
・成績評価は 100 点を満点とし、60 点以上を合格とする。 
・成績の基準は秀：90 点以上、優：80 点以上、良：70 点以上、可：60 点以上、 
不可：59 点以下とする。  

テキスト ・最新臨床検査学講座 生理機能検査学 （医⻭薬出版） 
 

参考図書 臨床呼吸機能検査（第 7 版）ﾒﾃﾞｨｶﾙﾚﾋﾞｭｰ社 
肺機能テキスト 文光社 
呼吸機能トレーニング 中外医学社 
臨床脳波検査 スキルアップ 金原出版 
脳波超速ラーニング 南山堂 

備考・特色  
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参 考 図 書 臨床化学（医学書院）  臨床化学検査技術教本(JAMT)
⽣化学（ 医⻭薬出版 医学書院 廣川書店 ）

そ の 他

骨代謝 栄養指標 TDM
期末試験

テ キ ス ト 臨床検査学講座 臨床化学検査学 （医⻭薬出版株式会社）

成 績 評 価
・成績評価は単位認定試験（筆記試験100点）にて行う。
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下とする。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。

授 業 計 画

脂質の生化学 構成と血中の分布の仕方
リポ蛋白質について
脂肪酸の種類と代謝 
中性脂肪の生化学と定量法 意義
リン脂質の生化学と定量法 意義
コレステロールの生化学と定量法 意義
酵素活性測定法 酵素の種類 アイソザイム
中間試験
酵素（肝機能検査） AST ALT  CｈE
酵素（虚血性心疾患）CK LD
酵素 ALP AMY 疾患マーカー
腎機能検査
腫瘍ﾏｰｶｰ 炎症マーカー

科目名 生理機能検査学Ⅱ 単位数 単位

到 達 目 標 各臓器の健常な働き理解し健常値を身に付け、障害が生じた際の影響、その数値的変化、境界値、異常値の判断と具体
的疾患への結び付けをしてゆく

☐実務経験
授業方法 講義と演習

授 業 概 要 循環器・消化器・泌尿器・呼吸器・内分泌器系の機能検査、メタボリックシンドローム、糖尿病、脂質異常症などの診
断診断基準など有用な検査項目などについて学習する

基 本 情 報

分野 専門科目 生理機能検査学 開講期  ２年 後期
時間数 時間

担当教員 尾越 典子
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参 考 図 書 『臨床検査学講座：公衆衛⽣学』（株）医⻭薬出版
『国⺠衛⽣の動向』（厚⽣統計協会）

そ の 他

衛生統計について
期末試験

テ キ ス ト 標準臨床検査学 公衆衛生学 医学書院

到 達 目 標 公衆衛生の理念に基づき、健康の考え方、疾病予防や健康増進のための保健予防活動につい
て理解する。

授 業 計 画

公衆衛生の意義
予防医学・人口問題
疫学の概念・調査方法
病原体・感染経路
感染症の予防
主要伝染病の予防対策
⺟⼦保健・成⼈保健・⽼⼈保健・学校保健について
中間試験
生活環境（飲料水・下水・室内環境）について
公害（大気汚染、水質汚濁、騒音等）について
食中毒について
栄養と健康について
職業病の予防、補償について

開講期 3年 前期

☐実務経験

時間数 時間
担当教員 緒方 喜久代
科目名 公衆衛生学

成 績 評 価

・成績評価は単位認定試験（筆記試験100点）にて行う。
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下
とする。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。

単位数 単位

授業方法 講義

授 業 概 要
臨床検査技師にとって、知っておくべき公衆衛生について習得してもらうため、概要・環境
衛生・公害・地球環境問題・感染症の発症とその予防・生活習慣病の原因とその予防・労働
衛生についてそれぞれ学習し、医療問題について広く深い洞察力を養う。

基 本 情 報

分野 専門基礎科目 保健医療福祉と臨床検査
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科目名 保健医療福祉総論 単位数 単位

授業方法 講義

授 業 概 要

本講では第一に患者中心の医療専門職の視点を学習する。具体的には、患者がどのような思いを持って医療を受けている
のかを様々な事例を通して学習する。また、患者の思いをどのように受け止めていくのかをコミュニケーション技法を中
心に学んでいく。第二に、医療専門職や保健・福祉の専門職との連携を図るために、他分野の専門性を支える価値・技
術・知識について概略を学び、他の専門職との専門性と役割分担について学習する。また、職業人としてその職務を遂行
するために必要な人間関係について学習する。

基 本 情 報

分野 専門基礎科目 保健医療福祉と医学検査 開講期 3年 前期

☐実務経験

時間数 時間
担当教員 森尾 高樹

到 達 目 標

医療専門職としての自分自身の視野を広げるという心構えを持ってもらいたい。
具体的には演習を通して専門職としての自分自身が持っている価値観などを意識しながら授業に積極的に参加してもらい
たい。また、学生同士のさまざまな意見交流を図ることによって、医療専門職としての視野を広げるような努力をして欲
しい。さらに、日々の実習の中で自分自身を見つめ直し、専門職としてどのように自分を活かしていけばいいのかを常に
考え止場を試みること。

授 業 計 画

医療、保健、福祉の専門的援助の視点の違いを学ぶ

日本における医療・保健・福祉の連携と統合がなぜ重要視されるようになってきたのかその背景を理解する

患者の主体性とインフォームド・コンセントについて理解する
患者のQOLに向けた実践例の紹介
（患者に寄り添う援助を目指してホスピスケアの実践を紹介する）
患者をよりよく理解するためのコミュニケーション技法１
（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝとは何かを理解する、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙを理解する）
患者をよりよく理解するためのコミュニケーション技法２
ﾊﾞｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝとﾉﾝﾊﾞｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝについて理解する。患者の心をどのように理解していくかについて学ぶ
患者をよりよく理解するためのコミュニケーション技法３
（患者に寄り添うためのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを理解するために介護を通してｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの重要性を学ぶ）
患者をよりよく理解するためのコミュニケーション技法４
（専門職としての援助的態度のついて理解する）
患者をよりよく理解するためのコミュニケーション技法５
（１０種類のコミュニケーションテクニックについて理解する）
医療専門職としての自分自身を理解する
（自分が理解している自分と他人が理解している自分との相違について理解する。）
エゴグラムやエニアグラムを用いて自分自身を多面的に理解する
職場でのよりよい人間関係を作るための技法を学ぶ１（交流分析を中心にして）

職場でのよりよい人間関係を作るための技法を学ぶ２（よりよい質問の方法を通して）

職場でのよりよい人間関係を作るための技法を学ぶ３（プロセスレコードの作成）

参 考 図 書
そ の 他

自分自身の専門性を職場でどの様に活用するか４（プロセスレコードの発表と意見交流）

定期試験

テ キ ス ト 授業中に適辺便宜紹介する

成 績 評 価
・成績評価は演習を通してのレポートと定期試験を行い、総合点（100点）で評価する。
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下とする。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。
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☐実務経験
科目名 情報科学 単位数 単位

授業方法 講義 アクティブラーニングを促す取り組み

授 業 概 要

情報化の進展が社会や人間に及ぼす影響を理解し、情報社会に参加する上での知識や技能、
および情報に対する科学的な見方、考え方を身に付ける。また、アプリケーションを用い、
簡単なグラフィックス作品の制作・編集を行いながら、その基本的なオペレーション方法の
習得を目指す。

基 本 情 報

分野 専門基礎科目 医療工学及び情報科学 開講期 3年  後期
時間数 時間

担当教員 三⼾ 志保

到 達 目 標
現在、企業、各組織団体、家庭内での情報化はめざましく、高度通信社会に主体的に生きて
いくために大いに興味をもって学習し、情報社会である現場でその成果を大いに役立てられ
るよう修得する。

授 業 計 画

情報とデータ、システムについて 臨床検査情報システムについて
情報の単位、データの表現について 演習①
パソコンの仕組みと周辺機器について 演習②
ソフトウェアとOSについて 演習③
ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄｳｪｱについて 演習④
データベースの構造について 演習⑤

セキュリティについて 定期試験
情報処理システムについて

コンピュータネットワークについて 演習⑥

情報社会の諸問題とモラルについて
情報機器の環境設定について
定期試験
医療情報システムについて
医療情報の保護とプライバシーについて
医療情報システムの運用について

成 績 評 価

・成績評価は単位認定試験（筆記試験100点）にて行う。
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点
以下とする。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。

そ の 他

テ キ ス ト 標準臨床検査学 臨床医学総論 医学書院
参 考 図 書
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到 達 目 標 正常な身体の構造、機能を理解したうえで、障害を受けた身体に起こる変化について思考する。

☐実務経験
授業方法 講義と演習

授 業 概 要 各系統別臓器の主要疾患について、解剖学的、組織細胞学的、化学的、生理機能的な影響を総合的に習得し、演
習問題に取り組む

基 本 情 報

分野 専門科目 臨床病態学 開講期  ３年 前期
時間数 時間

内分泌疾患   下垂体 甲状腺機能低下 亢進症 がん

        副腎皮質 髄質の機能低下 亢進症

        上皮小体 異所性ホルモン産生腫瘍

科目名 臨床医学総論 単位数 単位
担当教員 尾越 典子

消化器疾患   胃がん 大腸がん

        潰瘍性疾患  クローン病他

        肝炎 肝硬変 肝がん

        各種⻩疸

        膵炎 膵がん

参 考 図 書 ⼊門組織学（南江堂）  ⽣化学（ 医⻭薬出版 医学書院 廣川書店 ）

そ の 他

泌尿器系疾患  糸球体腎炎 ネフローゼ  腎腫瘍       

神経系疾患   髄膜炎 変性疾患 脳卒中

成 績 評 価 国家試験問題模擬試験を行い、総合点（100点）の6割以上を合格とする。

テ キ ス ト 臨床検査学講座 臨床医学総論/臨床医学検査総論 臨床化学検査学 国家試験問題集（医⻭薬出版株式会社）

授 業 計 画

循環器系疾患  循環障害 心不全

 〃      虚血性心疾患

呼吸器系疾患  アレルギー疾患 肺うっ血 

 〃      各種肺炎

 〃      肺がん  SIADH  中皮腫
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到 達 目 標 症例についてのスライドカンファランスや国家試験出題頻度の高い疾患について、質疑形式で関連事
項を尋ね、その解答状況から理解度を確認する。

授 業 概 要 各諸臓器で起こる炎症、腫瘍を中心にその種類、原因、細胞、組織、臓器、全身に与える影響と細胞
学的診断法を学び良性、悪性の違いを捉える。また予防医学の重要性を理解する。

基 本 情 報

分野 専門科目 臨床病態学 開講期 3年 前期
時間数 時間

担当教員 加島 健司
科目名 臨床病理学各論

消化器疾患
造血器系の基礎構造
乳腺・甲状腺の基礎構造

■実務経験 病理医として、地域基幹病院等で病理学分野の実務に携
わっている。授業方法 講義

呼吸器の基礎構造
呼吸器疾患
体腔液と疾患
スライドカンファランス
消化器系の基礎構造

単位数 単位

参 考 図 書  わかりやすい病理学 南江堂

そ の 他

リンパ節・乳腺・甲状腺の疾患
定期試験

テ キ ス ト  最新 臨床検査学講座 病理学/病理検査学 医⻭薬出版

成 績 評 価

・成績評価は単位認定試験（筆記試験100点）にて行う。
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下とする。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。

授 業 計 画

細胞学的診断法の歴史
検体別標本作製法と染色と診断
スクリーニングと判定分類法
婦人科の基礎構造
婦人科疾患
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参 考 図 書
そ の 他

遺伝子検査、染色体検査、生化学検査、血液検査などの融合分野の解析法 II
期末試験

テ キ ス ト 医⻭薬出版 臨床検査学講座 遺伝⼦・染⾊体検査学、⽣化学、臨床化学検査学

成 績 評 価

・成績評価は単位認定試験（筆記試験100点）にて行う。
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下とする。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。

授 業 計 画

遺伝子検査の原理
染色体検査の原理
遺伝子検査・染色体検査の実践 I と遺伝子疾患
遺伝子検査・染色体検査の実践 II と染色体異常症
生化学検査と遺伝子検査の比較

臨床化学特論 I
臨床化学特論 II
遺伝子検査、染色体検査、生化学検査、血液検査などの融合分野の解析法 I

科目名 検査データ解析 単位数 単位
担当教員 花田 克浩

検査データの解析方法
生化学検査の実践 I
中間試験
遺伝子検査・染色体検査の実践 III
生化学検査の実践 II

到 達 目 標 遺伝子検査、染色体検査、生化学検査の原理と解析方法を理解する。その上で、検査データを読み取
り、各データが示唆する疾患とのつながりを考察できる知識と技術を身に着ける。

☐実務経験
授業方法 講義形式

授 業 概 要 遺伝子検査、染色体検査、生化学検査などに関する基礎知識の再確認と、検査データと疾患との相関に
関する知識、取得データの解析方法などを学習する。

基 本 情 報

分野 専門科目 臨床病態学 開講期 3年  後期
時間数 時間
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放射線技師として、大学病院で放射性同位元素検査学分野の実
務に携わっている。授業方法 講義

成 績 評 価
・成績評価は単位認定試験（筆記試験100点）にて行う。
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下とする。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。

授 業 概 要 放射性同位元素（radioisotope: RI）の医学的利用（核医学）についての基礎的事項，放射性医薬品，核医学検査装
置，検査方法，検査の意義や注意点，in vivo,   in vitro検査などについても学ぶ。

基 本 情 報

分野 専門科目 生物化学分析検査学 開講期 3年 前期
時間数 時間

担当教員 濱田 知広 他
科目名 放射性同位元素検査学 単位数

■実務経験

単位

到 達 目 標 現在臨床で行われているin vivoおよびin vitroの各種核医学検査において，使用されるRIおよび検査装置，検査方法，
検査の意義や注意点について知識を深める。

授 業 計 画

放射線の種類、エネルギー、線量と単位
放射線検査、特にインビトロ検査
放射線測定と器具の安全取扱
インビボ検査、放射線安全取扱、法令
MR検査
放射性医薬品とその基本的性質
体外測定による検査法
定期試験

参 考 図 書

そ の 他

テ キ ス ト 標準臨床検査学 臨床医学総論 医学書院
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成 績 評 価
・成績評価は単位認定試験（筆記試験100点）にて行う。
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下とする。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。

テ キ ス ト 臨床検査学講座 免疫検査学
標準臨床検査学 免疫検査学

参 考 図 書
臨床検査学実習書シリーズ 免疫検査学 実習書
病気が見える⑥ 免疫・膠原病・感染症
JAMT技術教本シリーズ 臨床免疫検査 技術教本

そ の 他 臨床検査技師国家試験問題集

免疫不全症

定期試験

腫瘍（治療法と腫瘍マーカー）

自己免疫疾患（自己抗体とその関連疾患）

自己免疫疾患（病因総論）

抗核抗体検査（実習）

抗核抗体検査（実習）

抗核抗体検査（実習）

授 業 計 画

アレルギー反応（Ⅰ、Ⅱ型）

アレルギー反応（Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ型）

感染症（梅毒）

感染症（その他細菌性）

感染症（ウイルス性）

寒冷凝集反応（実習）

寒冷凝集反応（実習）

担当教員 加口 克史
科目名 免疫検査学 時間数 時間

到 達 目 標
・正常な生体防御の仕組みと異常な生体防御の仕組みの理解
・各感染症における免疫反応の仕組みの理解
・免疫学的検査法の実施により理解の定着を深める

単位数 単位

授業方法 講義および実技

授 業 概 要 免疫学的機序による各種疾患の理解と検査法の解釈

基 本 情 報

分野 専門科目 病因・生体防御検査学 開講期 3年 前期

■実務経験 臨床検査技師として、基幹病院等で免疫検査学分野の実
務経験を有する。
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参 考 図 書

そ の 他

検査時急変への対応②

期末試験

テ キ ス ト 最新 臨床検査学講座 ⽣理機能検査学 医⻭薬出版

成 績 評 価

・成績評価は単位認定試験（筆記試験100点）にて行う。
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下とする。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。

授 業 計 画

平衡機能・眼振

聴力検査①

聴力検査②

眼底検査①

眼底検査②

熱画像検査①

熱画像検査②

検査時急変への対応①

科目名 生理機能検査学Ⅰ 単位数 単位
担当教員 三⼾ 志保

中間試験

味覚検査

嗅覚検査

MRI①

MRI②

到 達 目 標 解剖学的な理解と検査の原理概要を理解する。

■実務経験 臨床検査技師として、国立病院機構等で生理機能検査学分野の
実務経験を有する。授業方法 講義、実習

授 業 概 要
プロジェクターを使っての講義を行う。解剖学的な理解と検査の原理概要を理解する。
さらに、生理機能検査の正常値・異常値や疾患との関連および検査結果の解釈につ
いて概説する

基 本 情 報

分野 専門基礎科目 生理機能検査学 開講期 3年 前期
時間数 時間
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参 考 図 書
最新 臨床検査学講座 臨床医学総論 医⻭薬出版
標準臨床検査学 臨床医学総論 医学書院
標準臨床検査学 臨床検査医学総論 医学書院

そ の 他

各種感覚機能検査からの判読 定期試験

テ キ ス ト 最新 臨床検査学講座 生理機能検査学

授 業 計 画

心電図波形から判読 臓器別画像診断（中枢神経）

心電図波形から判読

脳波波形から判読 臓器別画像診断（循環器臓器）

臓器別画像診断（表在臓器）

各種感覚機能検査からの判読 まとめ（総合画像診断）

呼吸機能検査からの判読 まとめ（総合画像診断）

呼吸機能検査からの判読 まとめ（総合画像診断）

筋電図検査からの判読

超音波画像より判読（心臓）

脳波波形から判読

超音波画像より判読（腹部）

臓器別画像診断（腹部臓器）

超音波画像より判読（心臓） 臓器別画像診断（腹部臓器）

超音波画像より判読（腹部） 臓器別画像診断（腹部臓器）

臓器別画像診断（胸部臓器）超音波画像より判読（体表）

臓器別画像診断（胸部臓器）

臓器別画像診断（循環器臓器）

3年 後期
時間数 時間

臓器別画像診断（末梢神経）

心電図波形から判読 臓器別画像診断（腹部臓器）

分野 専門科目 生理機能検査学 開講期
単位

成 績 評 価

・成績評価は単位認定試験（筆記試験100点）にて行う。
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下とする。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。

担当教員 三⼾  志保 他
科目名 画像検査学 単位数

到 達 目 標 様々な検査から得られる画像所見の評価法を修得し、画像検査の結果を他の検査データと総合的に理解出来ることを目標と
する。

☐実務経験
授業方法

プロジェクターを使っ
てスライドカンファレ
ンスによる講義

授 業 概 要
生体機能検査のなかでも、病態把握に必須とされ、診療側の期待が高い各種画像検査について、測定原理・検査の実際・正
常および異常画像の評価などについて正しく理解できるよう講義する。また、他の検査結果と総合的に判断できるよう概説
する。

基 本 情 報



2023 年度 大分臨床検査技師専門学校 臨床検査学科 
 

基本情報 
科目名 検査管理運営総論 

分野 専門科目 
教育内容 検査総合管理学 

開講期 3 年前期 1 単位 15 時間 主たる授業方法 講義 
担当者 ⿊⽊ 秀作 専任兼任の別 兼任 

実務教員 ☑該当 
□非該当 

（実務経験の概略） 
臨床検査技師として大学病院での実務経験を有する。 

授業概要 医学的根拠に基づく医療（EBM）の実践において、臨床検査データは不可欠なものに
なっている。講義では、臨床検査の意義、検査部門の業務や管理、チーム医療における
臨床検査技師の役割について実践的な内容を中心に学習する。 

到達目標 臨床検査部門の業務や管理について理解する。 
チーム医療について理解し、実践に必要な考え方を身に着ける。 

授業計画 1．臨床検査の意義 
2．臨床検査部門の業務 
3．検査業務管理 
4．検体の採取と保存 
5．精度保証と ISO15189 
6．検査の安全管理 
7．チーム医療 
8．単位認定試験 

 

成績評価の
方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100 点）にて行う。 
・成績評価は 100 点を満点とし、60 点以上を合格とする。 
・成績の基準は秀：90 点以上、優：80 点以上、良：70 点以上、可：60 点以上、不可：
59 点以下とする。 
・再試験は 60 点以上を合格とし、60 点以上であっても成績は 60 点と記録する。 
 

テキスト 最新臨床検査学講座 検査総合管理学 医⻭薬出版 
 

参考図書 臨床検査精度保証教本 日本臨床衛生検査技師会 
 

備考･特色 教科書に関連した資料を配布する。 
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基本情報 
科目名 精度管理学 

分野 専門科目 
教育内容 検査総合管理学 

開講期 3 年前期 1 単位 15 時間 主たる授業方法 講義 
担当者 ⿊⽊ 秀作 専任兼任の別 兼任 

実務教員 ☑該当 
□非該当 

（実務経験の概略） 
臨床検査技師として大学病院での実務経験を有する。 

授業概要 臨床検査データの信頼性は日々の適切な精度管理によって支えられている。講義では、
精度管理の意義、精度管理に必要な基礎的な統計学、実際の精度管理法について実践的
な内容を中心に学習する。 

到達目標 精度管理の理論と方法を理解し、データの解釈ができるようになる。 

授業計画 1．精度管理の意義 
2．精度管理に必要な統計学 
3．内部精度管理法 
4．外部精度管理法 
5．臨床検査の標準化 
6．トレーサビリティと不確かさ 
7．検査法の信頼性評価 
8．単位認定試験 

 

成績評価の
方法 

・成績評価は単位認定試験（筆記試験 100 点）にて行う。 
・成績評価は 100 点を満点とし、60 点以上を合格とする。 
・成績の基準は秀：90 点以上、優：80 点以上、良：70 点以上、可：60 点以上、不可：
59 点以下とする。 
・再試験は 60 点以上を合格とし、60 点以上であっても成績は 60 点と記録する。 
 

テキスト 最新臨床検査学講座 検査総合管理学 医⻭薬出版 
 

参考図書 臨床検査精度保証教本 日本臨床衛生検査技師会 
 

備考･特色 教科書に関連した資料を配布する。 
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授業方法 講義・実習

成 績 評 価
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下とする。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。

授 業 概 要
医療の発展に伴い高度な知識が求められる中、一般検査が関係する領域は広く多くの診療科との連携及び
知識が必要になる。他の検査との総合判断ができるように実務に即した知識、技術を視野に入れて講義を
行う。

基 本 情 報

分野 専門科目 検査総合管理学 開講期  3年  前期
時間数 時間

担当教員 安部 翔音
科目名 一般検査学 単位数

□実務経験

単位

到 達 目 標 一般検査学の全般ついて十分な知識と理解をしたうえで、複合データから疾患との因果関係を導きだせる
ようになる。

授 業 計 画

泌尿器系の解剖組織と生理機能1

泌尿器系の解剖組織と生理機能2

検体の採取法・採血を避けるべき部位とその理由について

成分の変化と検体保存

採血検体の種類と影響を及ぼす検査値・変動要因と検査項目

他領域における尿路の検査

泌尿器疾患の病態と検査

JCCLS 尿沈渣検査法指針提案（採取・作製〜記載まで）
スライド形式による各種検体の性状と疾患

スライド形式による尿沈渣成分（異常成分を含めた）の同定

検査データとスライドから読み解く疾患の推測1

検査データとスライドから読み解く疾患の推測2

習熟度確認試験1

参 考 図 書

そ の 他

習熟度確認試験2

習熟度確認試験3

テ キ ス ト
最新 臨床検査学講座 ⼀般検査学（医⻭薬出版）
医学検査 尿沈渣特集（JAMT）
臨床検査技師国家試験問題集（医⻭薬出版）
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参 考 図 書

そ の 他

セイフティマネジメント
定期試験

テ キ ス ト
JAMT技術教本シリーズ 検体採取者のためのハンドブック
標準臨床検査学 検査機器総論・検査管理総論 医学書院
臨床検査学講座 関係法規（第5版） 医⻭薬出版

到 達 目 標 医療事故や医療過誤の発生原因からその対策までの一連の概念を学習し、チーム医療の一員として、他職種と相互に協力
して事故防止に努めるために必要な基礎知識を修得する。

授 業 計 画

医療安全管理の定義とその意義1（ヒヤリハット・リスクマネジメント）
医療安全管理の定義とその意義2（ヒヤリハット・リスクマネジメント）
検体検査部門の事故例
生体検査部門の事故例
ヒューマンエラーとコミュニケーションエラー
病院の中で望まれる臨床検査室
定期試験
標準予防策と感染経路別予防策
感染症法と院内感染の対象となる微生物について
薬剤耐性菌と感染対策のための分子疫学
医療安全対策と組織的管理
医療安全のための職場・職員教育
医療事故発生時の対処

開講期 3年 後期

☐実務経験

時間数 時間
担当教員 石田郁子・濱中良志・後藤忍

科目名 医療安全管理学

成 績 評 価
・成績評価は単位認定試験（筆記試験100点）にて行う。
・成績評価は100点を満点とし、60点以上を合格とする。
・成績の基準は秀：90点以上、優：80点以上、良：70点以上、可：60点以上、不可：59点以下とする。
・再試験は60点以上を合格とし、60点以上であっても成績は60点と記録する。

単位数 単位

授業方法 講義・演習

授 業 概 要
臨床検査技師として患者の安全・安心な医療を提供するためには、医療現場における感染防止の基本である標準予防策，
特異的な感染経路を示す疾患に対しての感染経路別予防策，病院感染対策の組織や病院環境整備，感染症法について学習
する。

基 本 情 報

分野 専門科目 医療安全管理学
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そ の 他

各施設で、実際の医療現場においてどのように臨床検査が行われているかについて体験する。また、臨床検査の
役割と責任についても理解を深めると共に、チーム医療の一員であることの自覚と医療人としての見識を養う。
さらに、検査材料の種類・取り扱い方および検査結果の判定方法とその結果の持つ意義について理解を深める。

テ キ ス ト 臨地実習ノート 医⻭薬出版

成 績 評 価
・成績評価は臨地実習評価による5段階（A〜E）において⾏う。
・A〜Eの評価は臨地実習先の判断によって⾏う。
・成績の基準は秀：A、優：B、良：C、可：D、不可：Eとする。

到 達 目 標 臨床検査技師としての自覚と、各自の疑問点など積極的な解決へ向け日々実習を行う。検体の種類、取り扱い
方を習得する。また、医療人としての患者への接し方についても習得する。

授 業 計 画

授業方法

授 業 概 要
学校で学んだ臨床技術の基礎・基本の理論と実践が実際の業務としてどのようにして行われているか、また不
特定多数の患者さまにどのように対応していくのかなどを臨地実習で身につける。臨床検査室の内容を理解す
るとともに、医療チームの一員としての倫理観を養う。

基 本 情 報

分野 専門科目 臨地実習 開講期 3年 前期
時間数 時間

担当教員
科目名 臨地実習 単位数 単位

☐実務経験
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そ の 他

各科目の質疑応答・確認試験を実施する

成 績 評 価 確認試験、模擬試験の成績で評価する。
60％以上の正解率で合格とする。

テ キ ス ト

到 達 目 標 国家資格取得のため、試験科目について総合的な知識の獲得を目的とし、国家試験合格を最終目標とする。

授 業 計 画

授業方法 講義と質疑

授 業 概 要 国家試験の出題配点の高い科目から、質疑応答・確認試験を繰り返す。

基 本 情 報

分野 開講期 3年 後期

時間数 時間

担当教員 尾越典子 他

科目名 特論 単位数 単位

☐実務経験
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そ の 他

各科目の確認試験、模擬試験を実施し、総合的な知識の獲得の確認をしつつ着実に実力に積み重ねるように
行う。

成 績 評 価 確認試験、模擬試験の成績で評価する。
60％以上の正解率で合格とする。

テ キ ス ト

到 達 目 標 国家資格取得のため、国家試験模擬試験において総合的な知識の獲得を目的とする。

授 業 計 画

授業方法 講義と質疑

授 業 概 要 国家試験合格へ向け、着実に実力を積み重ねるため、確認試験や模擬試験を実施する。また、その結果か
ら振り返る学習を行う。

基 本 情 報

分野 開講期 3年 後期
時間数 時間

担当教員 尾越典子 他
科目名 特論演習 単位数 単位

☐実務経験


